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消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
を
捺お

す
夏
!
　
郷
土
資
料
館
の
夏
‼

郷
土
資
料
館
で
は
、
第
二
回
収
蔵
資
料
展
「
江
戸
園
芸
資
料
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

の
関
連
事
業
と
し
て
、「
は
ん
こ
ペ
タ
ペ
タ
！
暑
中
（
残
暑
）
見
舞
い
は
が
き
を
作

ろ
う
‼
」
と
題
し
、
消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
を
使
っ
た
暑
中
見
舞
い
は
が
き
と
残
暑
見

舞
い
は
が
き
を
作
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
、
七
月
二
一
日
と
八
月
一
八
日
に
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

「
消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
」
と
は
、
版
画
用
の
消
し
ゴ
ム
板
を
使
っ
て
は
ん
こ
を
制
作

す
る
も
の
で
、
図
案
や
文
字
を
ト
レ
ー
シ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
に
書
き
写
し
、
ゴ
ム
板

に
転
写
さ
せ
て
切
り
彫
り
し
て
い
く
も
の
で
す
。
制
作
す
る
工
程
は
木
版
画
と
ほ

ぼ
同
じ
で
す
が
、
版
木
を
切
り
彫
り
す
る
よ
り
も
作
業
が
容
易
で
、
ま
た
最
近
メ

デ
ィ
ア
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
世
間
で
の
注
目
度
が
上
が
っ

て
い
ま
す
。

作
業
が
容
易
と
は
言
え
、
一
般
の
方
が
消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
そ
の
も
の
を
制
作
す

る
に
は
多
く
の
時
間
が
か
か
る
た
め
、
今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
二
十
数

種
類
の
消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
を
事
前
に
制
作
し
て
お
き
（
酒
井
制
作
）、
当
日
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
に
は
、
は
が
き
（
定
形
の
画
仙
紙
な
ど
）
に
消
し
ゴ
ム
は
ん

こ
を
捺
し
て
も
ら
い
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
は
が
き
作
り
を
各
々
三
〇
分
程
度
体
験
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

七
月
の
回
で
は
、
収
蔵
資
料
展
で
展
示
さ
れ
て
い
る
植
物
図
譜
に
描
か
れ
る
ヒ

マ
ワ
リ
・
ア
サ
ガ
オ
・
オ
モ
ト
な
ど
の
草
花
を
モ
チ
ー
フ
に
、
ま
た
八
月
の
回
で

は
、
ト
ン
ボ
・
カ
ブ
ト
ム
シ
・
金
魚
な
ど
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
消
し
ゴ
ム
は
ん
こ

を
追
加
制
作
。
一
部
入
れ
替
え
な
が
ら
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
幅
広
い
年

齢
の
方
々
に
ペ
タ
ペ
タ
捺
し
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
体
験
前
は
「
は
ん

こ
を
捺
す
だ
け
な
ら
…
」
と
簡
単
に
考
え
て
い
た
参
加
者
も
、
い
ざ
捺
し
て
み
る

と
そ
の
配
置
や
色
づ
か
い
な
ど
、
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る
際
に
自
身
の
セ
ン
ス
が
問

わ
れ
る
こ
と
に
気
づ
き
、
顔
つ
き
が
一
変
、
真
剣
に
向
き
合
う
姿
が
印
象
的
で
し

た
。郷

土
資
料
館
で
は
、
消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
を
使
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
今
後
も

実
施
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、『
広
報
と
し
ま
』
や
当
館
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。�

（
郷
土　

秋
山
・
酒
井
）

消しゴムはんこの数々とサンプル葉書

オモトをモチーフにした消しゴムはんこ 一心不乱に残暑見舞いはがき作りに取り組みました
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稀き

覯こ
う

本ぼ
ん

の
蒐
し
ゅ
う
し
ゅ
う
集
家
と
し
て
貴
重
な
書
籍
を
数

多
く
所
蔵
し
て
い
た
鈴
木
信
太
郎
で
す
が
、
彼

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
で
も
と
っ
て
お
き
の
一

冊
が
、『
シ
ラ
ノ
・
ド
・
ベ
ル
ジ
ュ
ラ
ッ
ク　

ポ

ン
・
ヌ
フ
橋
畔
に
て
ブ
リ
オ
ッ
シ
ェ
の
猿
と
格

闘
』（
原
題Com

bat de Cyrano de Bergerac 

avec le singe de B
rioché au bout du 

Pont-N
euf 

）（
以
下
、『
シ
ラ
ノ
格
闘
』）（
図

１
）
で
す
。

シ
ラ
ノ
・
ド
・
ベ
ル
ジ
ュ
ラ
ッ
ク
と
い
う
と
、

信
太
郎
が
訳
し
た
エ
ド
モ
ン
・
ロ
ス
タ
ン
の
戯

曲
（
一
八
九
七
年
発
表
。
信
太
郎
と
辰
野
隆ゆ
た
か共

訳
の
『
シ
ラ
ノ
・
ド
・
ベ
ル
ヂ
ュ
ラ
ッ
ク
』
は
一

九
二
二
年
刊�（
１
））
の
主
人
公
を
ま
ず
思
い
浮
か

べ
る
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。
シ
ラ
ノ
は
実
在
（
一

六
一
九

－

一
六
五
五
）
し
た
人
物
で
、
戯
曲
に
も

描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
巨
大
な
鼻
を
持
っ
た
剣

の
達
人
で
、
作
家
と
し
て
も
活
躍
し
ま
し
た
。

ロ
ス
タ
ン
の
戯
曲
か
ら
遡
さ
か
の
ぼる
こ
と
お
よ
そ
二

世
紀
、
一
七
〇
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
こ
の
本
に

は
、
ポ
ン
・
ヌ
フ
の
近
く
で
パ
リ
最
古
の
マ
リ

オ
ネ
ッ
ト
（
操
り
人
形
劇
）
劇
場
を
営
ん
で
い

た
ジ
ャ
ン
・
ブ
リ
オ
ッ
シ
ェ
の
一
座
に
大
き
な

鼻
を
馬
鹿
に
さ
れ
た
主
人
公
が
剣
を
振
る
う
様

子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。「
ブ
リ
オ
ッ
シ
ェ
の

猿
」
と
は
座
長
の
可
愛
が
っ
て
い
た
猿
フ
ァ
ゴ

タ
ン
で
、
モ
リ
エ
ー
ル
を
は
じ
め
当
時
の
文
学

作
品
に
も
度
々
登
場
し
た
有
名
な
猿
で
し
た
。

信
太
郎
は
「
本
の
雜
談
」
と
い
う
随
筆
の
中

で
『
シ
ラ
ノ
格
闘
』
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

に
よ
る
と
、
こ
の
本
は
九
州
帝
国
大
学
の
仏
文

教
授
、
成
瀬
正
一（
一
八
九
二

－

一
九
三
六
）
が
、

上
京
時
に
世
話
に
な
っ
た
礼
と
し
て
、
東
京
帝

国
大
学
の
仏
文
科
で
信
太
郎
と
共
に
教
鞭
を

執
っ
て
い
た
辰
野
隆
に
贈
呈
し
た
も
の
で
、
そ
の

後
、
稀
覯
本
の
蒐
集
家
で
あ
り
、
辰
野
と
共
に

『
シ
ラ
ノ
』

を
訳
し
た

信
太
郎
の

手
に
渡
り

ま
し
た
。

「
奇
書
」

と
墨
書
き

さ
れ
た
桐

箱
の
蓋
を

取
り
、さ
ら
に
タ
ト
ウ
を
開
く
と
現
れ
た
小
さ
く

て
薄
い
総
革
張
り
の
表
紙
の
本
。
表
紙
の
見
返

し
に
は
、繊
細
な
装
飾
が
美
し
い
五
枚
の
蔵
書
票

が
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
ま
す（
図
２
）。
上
記
随

筆
に
よ
る
と
、左
上
よ
り
一
九
世
紀
初
頭
の
ロ
マ

ン
派
運
動
の
中
心
と
な
っ
た
小
説
家
で
あ
り
、ア

ル
ス
ナ
ル
図
書
館
長
に
し
て
愛
書
家
の
シ
ャ
ル

ル
・
ノ
デ
ィ
エ（Charles�N

odier,�1780–1844

）、

信
太
郎
の
友
人
岸
田
國く
に

士お

の
名
訳
で
知
ら
れ
る

『
に
ん
じ
ん
』や『
博
物
誌
』の
作
者
ジ
ュ
ー
ル
・

ル
ナ
ー
ル（Jules�Renard,�1864–1910

）、ボ
ル

ド
ー
の
著
名
な
蔵
書
家
エ
ド
ゥ
ア
ー
ル
・
ム
ラ�

（Edouard�M
oura

生
没
年
不
詳
）の
蔵
書
票
。

右
側
が
二
〇
世
紀
初
頭
の
詩
人
ド
・
フ
ル
ー
リ

男
爵�

（Baron�de�Fleury

生
没
年
不
詳
）（
上
）

と
信
太
郎（
下
）の
蔵
書
票
で
す（
２
）。

こ
う
し
た
由
緒
あ
る
来
歴
を
持
っ
た
書
物
に
、

「
唯
の
美
し
い
本
で
は
無
い
ぞ
と
眼
玉
の
底
に
彫

り
つ
け
た
」
信
太
郎
は
調
査
を
進
め
ま
す
。
そ

し
て
一
九
世
紀
中
葉
の
古
典
学
者
で
珍
本
蒐
集

家
の
エ
ド
ゥ
ア
ー
ル
・
フ
ル
ニ
エ
が
編
集
し
た

『
歴
史
的
文
学
的
雑
録
』（
全
一
〇
巻
）
に
た
ど

り
着
き
ま
し
た
。
こ
の
書
物
の
第
一
巻
に
は
、

『
シ
ラ
ノ
格
闘
』
が
解
説
つ
き
で
再
録
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
解
説
に
よ
る
と
、
一
七
世
紀
半
ば

と
推
定
さ
れ
る
こ
の
本
の
初
版
は
す
べ
て
失
わ

れ
、
た
だ
一
冊
残
っ
た
一
七
〇
四
年
の
再
版
は

か
つ
て
ノ
デ
ィ
エ
が
所
有
し
て
い
た
も
の
の
、
後

に
別
の
人
物
の
手
に
渡
り
、
彼
か
ら
借
用
し
て

再
録
に
至
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
後
、
ル

ナ
ー
ル
を
は
じ
め
と
す
る
愛
書
家
た
ち
の
手
を

経
て
、
さ
ら
に
海
を
渡
り
信
太
郎
の
元
に
た
ど

り
つ
い
た
『
シ
ラ
ノ
・
ド
・
ベ
ル
ジ
ュ
ラ
ッ
ク　

ポ
ン
・
ヌ
フ
橋
畔
に
て
ブ
リ
オ
ッ
シ
ェ
の
猿
と

格
闘
』。「
世
界
で
一
冊
」
か
ど
う
か
は
再
考
の

余
地
が
あ
り
ま
す
が
（
３
）、
た
い
へ
ん
貴
重
な
書

物
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

�

（
郷
土　

石
井
［
里
］）

（
１
）　

�

信
太
郎
・
辰
野
隆
共
訳
の
『
シ
ラ
ノ
』
に
関
し

て
、
詳
し
く
は
「〈
旧
鈴
木
家
住
宅
〉
の
資
料
た

ち�

第
八
回
」（『
か
た
り
べ
』
一
二
二
号
、
二
〇
一

六
年
）
参
照
。

（
２
）　

信
太
郎
の
蔵
書
票
に
関
し
て
、
詳
し
く
は
「〈
旧

鈴
木
家
住
宅
〉
の
資
料
た
ち�

第
十
一
回
」（『
か
た

り
べ
』
一
二
五
号
、
二
〇
一
七
年
）
参
照
。

（
３
）　

現
在
ペ
リ
グ
ー
図
書
館
が
所
蔵
し
て
い
る
『
シ

ラ
ノ
格
闘
』
は
、
一
七
〇
四
年
版
を
一
八
五
九
年

に
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
り
、
当
館
所
蔵
資
料
と
出

版
元
も
刊
行
年
も
同
じ
で
す
が
、
扉
部
分
を
比
べ

る
と
書
体
や
装
飾
が
若
干
異
な
り
ま
す
。

【
参
考
文
献
】　
鈴
木
信
太
郎
「
本
の
雜
談
」、「
帝

国
大
学
新
聞
」
一
九
三
二
年
六
月
二
九
日
号
／
辰

野
隆
「
書
狼
書
豚
」、『
え
・
び
や
ん
』、
白
水
社
、

一
九
三
三
年
／�Fournier,�E.�(revues�et�

anotées), �V
ariétés historiques et littéraires: 

recueil de pièces volantes rares et curieuses 
en prose et en vers, �T

om
e1, �P. �Jannet,�

1855–1863

前号まで「〈旧鈴木家住宅〉の資料たち」というタイトル名で連載されていましたが、「豊島区立鈴木信太郎記念館」の開館（2018年3月）にともない、タイトルを変更しました。

図1�　

図2�　

「
鈴
木
信
太
郎
記
念
館
」の
資
料
た
ち
　
　
第
15
回
　
鈴
木
信
太
郎
の
愛
蔵
書
『
シ
ラ
ノ
・
ド
・
ベ
ル
ジ
ュ
ラ
ッ
ク
　

ポ
ン
・
ヌ
フ
橋
畔
に
て
ブ
リ
オ
ッ
シ
ェ
の
猿
と
格
闘
』
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豊
島
区
で
は
、
今
日
ま
で
多
く
の
作
家
が
暮
ら
し
、

集
い
、
活
発
な
創
作
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
小

説
、
詩
歌
、
児
童
文
学
、
童
謡
、
童
画
、
マ
ン
ガ
な

ど
ジ
ャ
ン
ル
は
多
岐
に
わ
た
り
、
ゆ
か
り
の
あ
る
主

な
作
家
だ
け
で
も
一
〇
〇
名
以
上
に
な
り
ま
す
。
こ

の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ゆ
か
り
の
作
家
ひ
と
り
ひ
と
り

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

探
偵
小
説
家　

飛あ
す
鳥か

　
高
た
か
し

（
一
九
二
一

－

）

◆�

『
か
た
り
べ
№
�
』（
二
〇
一
六
年
一
二
月
発

行
）
に
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
探
偵
小
説

家
・
飛
鳥
高
先
生
に
聞
く
」（
イ
ン
タ
ビ
ュ

ア
ー
／
安
達
愛
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
ち
ら
も
あ
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
生
い
立
ち
】

飛
鳥
高
は
、
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
二

月
一
二
日
、
現
在
の
山
口
県
防
府
市
で
生
ま
れ

ま
し
た
。
本
名
を
烏か
ら
す
だ田
専せ
ん

右す
け

と
い
い
ま
す
。

幼
く
し
て
父
を
亡
く
し
、
烏
田
家
の
養
子
と

な
っ
た
飛
鳥
で
し
た
が
、
二
四
歳
で
迎
え
た
終

戦
時
に
す
で
に
養
父
は
亡
く
、
建
設
会
社
で
働

き
な
が
ら
、
一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
、
探
偵

小
説
雑
誌
『
宝
石
』
の
懸
賞
小
説
に
応
募
し
「
犯

罪
の
場
」
で
入
選
、
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
ま
す
。

そ
の
後
二
年
半
の
間
、
作
品
を
発
表
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
思
わ
ぬ
形
で
作
家

生
活
を
再
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

【
豊
島
区
池
袋
へ
】

一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
一
〇
月
、
結
婚

し
て
住
む
こ
と
に
な
っ
た
家
は
、
偶
然
に
も
豊

島
区
池
袋
三
丁
目
（
現
西
池
袋
五
丁
目
）
に
住

む
江
戸
川
乱
歩
邸
の
隣
で
し
た
。『
宝
石
』
懸
賞

小
説
の
選
考
委
員
を
し
て
い
た
乱
歩
は
飛
鳥
の

作
品
を
推
し
て
お
り
、
飛
鳥
の
こ
と
を
覚
え
て

い
ま
し
た
。

乱
歩
の
妻
は
飛
鳥
の
家
を
訪
ね
る
と
小
説
を

書
く
よ
う
に
勧
め
、
飛
鳥
の
妻
に
も
「
一
作
で

や
め
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
か
ら
、
も
っ
と
書

く
よ
う
に
説
得
し
な
さ
い
」
と
言
う
こ
と
も
あ
っ

た
と
い
い
ま
す
。
そ
の
頃
に
は
、
小
説
を
書
く

こ
と
を
諦
め
て
い
た
と
い
う
飛
鳥
は
、
こ
の
出

会
い
を
き
っ
か
け
に
、
再
び
作
家
の
道
を
歩
み

は
じ
め
ま
し
た
。

飛
鳥
は
デ
ビ
ュ
ー
か
ら
約
一
○
年
後
に
初
の

長
編
小
説
『
疑
惑
の
夜
』
を
執
筆
し
て
い
ま
す

が
、
デ
ビ
ュ
ー
当
時
、
飛
鳥
に
長
編
を
書
く
こ

と
を
す
す
め
た
の
は
乱
歩
で
し
た
。

隣
同
士
自
然
に
交
流
は
深
ま
り
、
お
互
い
の

子
ど
も
た
ち
は
一
緒
に
幼
稚
園
に
通
っ
た
り
、

乱
歩
の
作
品
に
検
印
の
ハ
ン
コ
を
捺
す
手
伝
い

を
し
た
り
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

【
二
足
の
わ
ら
じ
】

「
犯
罪
の
場
」
で
デ
ビ
ュ
ー
し
、「
疑
惑
の
夜
」

で
第
三
回
江
戸
川
乱
歩
賞
次
席
と
な
る
も
、
飛

鳥
は
作
家
と
し
て
の
能
力
に
自
信
が
持
て
な

か
っ
た
と
い
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
七
〇
歳
で

退
職
す
る
ま
で
、
建
築
の
仕
事
と
併
行
し
て
創

作
活
動
を
進
め
て
い
ま
し
た
。
平
日
は
午
後
五

時
に
仕
事
が
終
わ
り
、
そ
の
あ
と
の
二
、
三
時

間
と
休
日
を
執
筆
に
あ
て
な
が
ら
、
年
に
一
～

三
作
、
時
に
は
一
○
作
の
ペ
ー
ス
で
書
い
て
い

ま
し
た
。

二
〇
一
八
（
平
成
三
〇
）
年
六
月
に
お
話
を

伺
っ
た
際
、
飛
鳥
は
「
小
説
も
ま
た
、
建
築
と

同
じ
よ
う
に
組
み
立
て
て
い
く
も
の
」
と
言
っ

て
い
ま
す
。
飛
鳥
作
品
に
は
、
建
築
や
建
設
業

に
関
す
る
記
述
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
飛
鳥
高

の
ミ
ス
テ
リ
ー
は
、
仕
事
で
培
っ
た
経
験
を
背
景

に
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
緻ち

密み
つ

に
組
み
立
て
ら

れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

【
現
在
の
飛
鳥
高
】

飛
鳥
は
、
二
〇
一
八
（
平
成
三
〇
）
年
二
月

一
二
日
に
、
九
七
歳
を
迎
え
ま
し
た
。

多
い
と
き
で
年
に
約
一
〇
作
の
ペ
ー
ス
で
書

き
続
け
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
四
〇
年
代
に
入

る
と
、
建
設
業
の
忙
し
さ
か
ら
だ
ん
だ
ん
と
作

品
数
が
減
り
、
一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年
、
六

九
歳
の
と
き
に
上
梓
し
た
『
青
い
リ
ボ
ン
の
疑

惑
』
を
最
後
に
創
作
活
動
か
ら
は
遠
ざ
か
り
ま

す
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
選
集
が
編
ま
れ
続
け

て
い
ま
す
。
今
も
な
お
、
寄
稿
や
再
録
に
合
わ

せ
て
増
補
加
筆
さ
れ
る
姿
か
ら
は
、
楽
し
み
な

が
ら
書
く
な
か
で
、
探
偵
小
説
を
極
め
続
け
る

飛
鳥
高
の
思
い
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

�

（
文
学
・
マ
ン
ガ　

西
方
）

今
回
は
、
飛
鳥
高
氏
の
ご
協
力
の
も
と
執
筆

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
略
儀
な
が
ら
こ
こ

に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

【
参
考
文
献
】　
『
推
理
作
家
・
飛
鳥
高
《
著
作
》

《
著
書
》
リ
ス
ト
・
他
』
二
〇
一
四
年
、
芳
林
書

房
／
『
飛
鳥
高
探
偵
小
説
選
Ⅰ
（
論
創
ミ
ス
テ
リ

叢
書
95
）』
二
〇
一
六
年
、
論
創
社
／
『
飛
鳥
高

探
偵
小
説
選
Ⅲ
（
論
創
ミ
ス
テ
リ
叢
書
�
）』
二

〇
一
七
年
、
論
創
社
／
『
乱
歩
の
世
界
』
二
〇
〇

三
年
、
江
戸
川
乱
歩
展
実
行
委
員
会

◆�

二
〇
一
八
（
平
成
三
〇
）
年
一
〇
月
二
日
よ

り
、
区
庁
舎
３
階
に
て
、
庁
舎
ま
る
ご
と

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
「
飛
鳥
高
と
豊
島
区
」
と
題

し
た
パ
ネ
ル
展
示
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
飛

鳥
氏
所
蔵
の
日
本
探
偵
作
家
ク
ラ
ブ
関
係
資

料
や
創
作
ノ
ー
ト
な
ど
も
写
真
で
ご
紹
介
し

て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

豊
島
区
ゆ
か
り
の
作
家
た
ち

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�飛鳥 高 氏�（2018年7月11日撮影）
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東
京
メ
ト
ロ
副
都
心
線
雑
司
が
谷
駅
か
ら
程

近
く
に
、「
暗
闇
坂
」
と
い
う
な
ん
と
も
怪
し
げ

な
別
名
の
つ
い
た
場
所
が
あ
る
の
を
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
。
目
白
通
り
か
ら
面
影
橋
（
高
田
二

丁
目
）方
面
へ
と
下
っ
て
い
く
こ
の
坂
道
は
、
正

式
名
称
を
宿
し
ゅ
く

坂さ
か

と
言
い
ま
す
。
鎌
倉
時
代
に
宿

坂
の
関
と
い
う
鎌
倉
街
道
の
関
所
が
設
け
ら
れ

て
い
た
と
伝
わ
る
そ
の
場
所
は
、
か
つ
て
樹
木

が
鬱う
っ

蒼そ
う

と
生
い
茂
る
薄
暗
い
坂
道
で
、
妖
怪
や

幽
霊
が
現
れ
る
と
い
う
怪
し
い
噂
が
あ
っ
た
と

言
い
ま
す
。
そ
の
な
か
に
、
人
々
を
化ば

か
す
狐こ

狸り

の
話
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
簡
単
に
ご
紹
介

し
ま
し
ょ
う
。

紅
葉
狩
を
楽
し
み
に
神
田
の
商
人
た
ち
が

面
影
橋
あ
た
り
に
や
っ
て
来
ま
し
た
。
紅
葉

が
ち
ょ
う
ど
盛
り
の
頃
で
、
商
人
た
ち
は
大

盛
り
上
が
り
で
す
。
南
蔵
院
（
現
高
田
一
丁

目
）
を
抜
け
、
宿
坂
に
差
し
か
か
る
と
、
晴

れ
渡
っ
て
い
た
は
ず
の
空
が
消
え
、
急
に
あ

た
り
が
暗
く
な
り
ま
し
た
。
商
人
一
行
が
息

を
の
む
と
、
突
然
足
が
重
い
鉛
を
つ
け
ら
れ

た
よ
う
に
上
が
ら
な
く
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

足
元
に
め
ら
め
ら
と
炎
が
燃
え
立
ち
ま
し
た
。

や
が
て
そ
の
炎
は
く
る
く
る
と
舞
い
上
が
り
、

縦
横
無
尽
に
あ
た
り
を
駆
け
回
り
ま
す
。
そ

の
動
き
を
見
て
、
商
人
の
一
人
が
「
狐
狸
に

化
か
さ
れ
て
い
る
ぞ
、
気
を
つ
け
ろ
」
と
大

声
で
叫
び
ま
し
た
。
す
る
と
、
ぱ
っ
と
火
が

消
え
、
道
も
元
の
昼
の
明
る
さ
に
戻
り
ま
し

た
。
軽
く
な
っ
た
足
取
り
で
坂
を
駆
け
上
が

り
、
一
行
は
た
ど
り
着
い
た
護
国
寺
（
現
文

京
区
大
塚
五
丁
目
）
の
門
前
の
茶
屋
で
そ
の

話
を
し
た
と
こ
ろ
、
茶
屋
の
お
か
み
さ
ん
が

「
や
っ
ぱ
り
や
ら
れ
ま
し
た
か
」
と
深
く
う
な

ず
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
宿
坂
に
棲す

む
狐
狸
の

い
た
ず
ら
で
、
暗
闇
や
炎
の
他
に
も
、
石
を

降
ら
せ
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。（
一
九
七

四
年
発
行
『
豊
島
の
民
話
』
所
収
「
お
ば
け

坂
」
よ
り
要
約
）

狐
狸
に
化
か
さ
れ
た
民
話
と
い
う
と
、
昔
懐

か
し
い
里
山
の
情
景
を
思
い
浮
か
べ
る
人
が
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
現
在
の
宿
坂
周

辺
（
図
１
）
の
閑
静
な
住
宅
街
か
ら
は
、
想
像

が
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
天
保
年
間（
一

八
三
一
～
一
八
四
五
）
刊
行
の
『
江
戸
名
所
図

会
』
に
描
か
れ
た
宿
坂
（
図
２
）
に
は
、
金
乗

院
（
現
高
田
二
丁
目
）
の
周
辺
に
樹
木
が
生
い

茂
っ
て
い
る
様
子
が
見
て
取
れ
ま
す
。「
暗
闇

坂
」
の
別
名
通
り
、
昼
間
で
も
樹
木
の
影
で
薄

暗
く
、
怪
異
が
起
こ
っ
て
も
不
思
議
は
な
い
、
そ

う
人
々
に
認
識
さ
れ
る
よ
う
な
不
気
味
な
雰
囲

気
の
場
所
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

図
３
の
地
図
を
見
る
と
、
こ
の
民
話
に
登
場

す
る
商
人
た
ち
の
、
面
影
橋
か
ら
南
蔵
院
を
抜

け
、
宿
坂
に
差
し
か
か
り
、
護
国
寺
へ
と
至
る

道
中
が
想
像
で
き
ま
す
。
地
図
に
あ
る
根
生
院

（
高
田
一
丁
目
）
は
、
か
つ
て
徳
川
御
三
卿
の
一
、

田
安
家
が
下
屋
敷
を
構
え
て
い
た
場
所
で
、
屋

敷
人
を
祟た
た

り
、
供
養
さ
れ
た
狸
の
民
話（
同
『
豊

島
の
民
話
』
所
収
「
た
ぬ
き
騒
動
」）
が
伝
わ
る

場
所
で
も
あ
り
ま
す
。
武
家
屋
敷
の
庭
は
樹
木

も
多
く
、
宿
坂
同
様
、
狐
狸
が
棲
み
つ
く
恰か
っ

好こ
う

の
薄
暗
い
茂
み
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

都
内
二
三
区
に
は
、
他
に
も
「
暗
闇
坂
」、「
闇

坂
」
と
い
っ
た
名
前
の
つ
い
た
坂
が
点
在
し
て

い
ま
す
。
豊
島
区
近
隣
で
は
、
文
京
区
の
本
郷

や
白
山
、
新
宿
区
愛
住
町
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、

か
つ
て
は
寺
社
や
武
家
屋
敷
が
す
ぐ
側
に
あ
っ

た
た
め
、
樹
木
が
鬱
蒼
と
生
い
茂
り
、
薄
暗
か
っ

た
こ
と
が
由
来
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
宿
坂
と
同

様
に
狐
狸
や
妖
怪
、
幽
霊
な
ど
の
伝
承
が
残
さ

れ
て
い
る
場
所
も
あ
り
ま
す
。
現
在
は
、
い
ず

れ
も
住
宅
地
な
ど
に
囲
ま
れ
、
薄
暗
く
怪
し
げ

な
当
時
の
様
子
を
知
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、

地
名
や
民
話
な
ど
の
伝
承
に
、
か
つ
て
の
様
子

を
窺
い
知
る
手
が
か
り
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
民
話
な
ど
の
伝
承
は
、
必
ず
し

も
実
際
に
あ
っ
た
出
来
事
と
は
限
り
ま
せ
ん
が
、

か
つ
て
の
地
域
の
情
景
を
推
測
す
る
ヒ
ン
ト
に

な
る
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。�

（
郷
土　

岩
﨑
）

宿
坂
の
怪 

―
暗
闇
坂
の
伝
承
―

図1�　現在の宿坂図2� �『江戸名所図会』に描かれた宿坂

早稲田

新目白通り

目白通り

明
治
通
り

東
京
メ
トロ

副
都
心
線

都
電
荒
川
線

学
習
院
下

雑
司
が
谷
駅

鬼
子
母
神
前

神田川

不忍通り

早稲田

新目白通り

目白通り

明
治
通
り

東
京
メ
トロ

副
都
心
線

都
電
荒
川
線

学
習
院
下

雑
司
が
谷
駅

鬼
子
母
神
前

神田川

不忍通り

卍

卍 

卍 

卍

宿
坂

南蔵院

根生院

護国寺

金乗院

面影橋

宿
坂

南蔵院

根生院

護国寺

金乗院

面影橋

図3　�宿坂周辺地図（一部抜粋）
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二
〇
一
八
年
は
巣
鴨
薬や
く

園え
ん

が
設
置
さ
れ
て
か

ら
二
二
〇
年
に
あ
た
る
こ
と
を
ご
存
知
で
す

か
？
薬
園
と
は
読
ん
で
字
の
ご
と
く
、
薬
と
な

る
植
物
の
栽
培
場
所
で
す
。
そ
の
歴
史
は
古
く
、

日
本
で
は
八
世
紀
初
め
に
は
既
に
律
令
上
に
登

場
し
ま
す
。
そ
こ
か
ら
時
代
は
ぐ
っ
と
下
り
、江

戸
幕
府
で
は
国
内
産
の
薬
用
植
物
の
栽
培
に
非

常
に
尽
力
し
、
雑
司
ヶ
谷
や
小
石
川
な
ど
に
い

く
つ
も
の
官
営
の
薬
園
を
設
け
て
い
ま
し
た
。巣

鴨
へ
の
設
置
は
他
の
薬
園
よ
り
遅
く
寛
政
一
〇

年
（
一
七
九
八
）
に
な
っ
て
か
ら
で
す
。
現
在
、

薬
園
が
あ
っ
た
場
所
に
は
東
京
都
中
央
卸
売
市

場
豊
島
市
場
が
あ
り
、
豊
島
区
教
育
委
員
会
に

よ
る
史
跡
案
内
板
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
巣
鴨
薬
園
は
他
の
官
営
薬

園
と
は
少
し
毛
色
の
異
な
る
場
所
だ
っ
た
よ
う

で
す
。
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
の
江
戸
切
絵

図
（
図
１
）
を
見
る
と
、
当
地
は
「
メ
ン
ヤ
ウ

ヤ
シ
キ
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
と
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
メ
ン
ヤ
ウ
と
は
綿
羊
、
す
な
わ
ち
毛

糸
を
取
る
た
め
の
羊
の
こ
と
で
す
。
柳
営
日
次

記
で
も
「
巣
鴨
綿
羊
小
屋
」
と
い
う
言
葉
が
出

て
く
る
こ
と
か
ら
、
ど
う
や
ら
植
物
園
の
よ
う

な
場
所
で
は
な
く
畜
産
場
又
は
畜
舎
を
備
え
た

牧
場
の
よ
う
な
場
所
だ
っ
た
こ
と
が
窺
え
ま
す
。

ち
な
み
に
、「
綿
羊
」
自
体
に
つ
い
て
少
し
言

及
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
そ
も
そ
も
、
古
代
か

ら
日
本
列
島
で
は
羊
が
生
息
せ
ず
、
大
陸
か
ら

献
上
品
と
し
て
も
た
ら
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
江

戸
時
代
に
は
清し
ん

や
オ
ラ
ン
ダ
経
由
で
輸
入
さ
れ
、

巣
鴨
薬
園
で
も
清し
ん

か
ら
輸
入
し
た
羊
が
繁
殖
し

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
在
私
た
ち
が
見
慣

れ
て
い
る
羊
（
図
２
）
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
改
良

さ
れ
た
品
種
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
明
治
初
頭
の

『
牧
羊
生
徒
試
業
録
』
に
は
「
支
那
羊
」・「
蒙
古

羊
」
と
い
う
品
種
の
記
述
が
あ
る
こ
と
や
、『
大

窪
動
物
譜
』
に
残
さ
れ
た
綿
羊
（
図
３
）
の
姿

か
ら
は
巣
鴨
に
い
た
羊
が
モ
コ
モ
コ
し
た
も
の

で
は
無
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、「
薬
園
」
で
羊
を
飼
育
す
る
こ
と
に

違
和
感
を
覚
え
な
い
で
し
ょ
う
か
？
巣
鴨
薬
園

で
綿
羊
飼
育
が
始
ま
っ
た
の
は
文
化
十
四
年

（
一
八
一
七
）
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
は
他
の
薬
園

同
様
に
植
物
を
栽
培
し
て
い
ま
し
た
。
東
洋
医

学
で
は
羊
も
薬
と
し
て
の
用
途
を
持
ち
ま
す
が
、

羊
を
含
む
ヤ
ギ
の
仲
間
は
餌
に
貪
欲
な
の
で
貴

重
な
薬
草
も
好
き
嫌
い
せ
ず
食
べ
て
し
ま
い
そ

う
で
、
飼
育
す
る
の
に
適
当
な
場
所
だ
と
は
考

え
に
く
い
で
す
。

そ
こ
に
は
、渋し
ぶ
え
ち
ょ
う
は
く

江
長
伯（
一
七
六
〇

－

没
年
不

詳
）と
い
う
人
物
の
存
在
が
大
き
く
関
係
し
て
い

ま
す
。長
伯
は
本ほ
ん

草ぞ
う

家か

、す
な
わ
ち
東
洋
医
学
で

薬
物
と
な
る
植
物
・
玉
石
・
禽
獣
な
ど
の
研
究

者
と
し
て
非
常
に
高
名
な
人
物
で
し
た
。
長
伯

は
奥お
く

詰づ
め

医い

師し

と
し
て
十
数
か
所
の
薬
園
の
管
理

を
任
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、寛
政
一
一
年（
一

七
九
九
）か
ら
は
織
物
製
造
に
も
携
わ
る
な
ど
産

業
面
で
も
多
彩
な
活
躍
を
し
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
幕
府
・
諸
藩
で
は
、
舶
来
品
と
し

て
高
価
だ
っ
た
毛
織
物
を
国
産
化
す
る
た
め
に

何
度
か
綿
羊
の
飼
育
を
進
め
て
い
ま
し
た
が
、

目
立
っ
た
成
果
は
上
が
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
に
平ひ
ら

賀が

源げ
ん

内な
い

が
羊
を

輸
入
し
長
崎
で
毛
織
物
の
試
織
に
成
功
し
た
と

い
う
話
が
あ
り
ま
す
が
、
安
定
し
た
増
産
あ
る

い
は
外
国
産
同
様
の
品
質
の
産
出
に
は
至
ら
な

か
っ
た
よ
う
で
す
。
国
内
の
綿
羊
飼
育
が
発
達

し
な
か
っ
た
理
由
に
は
、
日
本
に
在
来
種
が
い

な
い
た
め
羊
の
生
態
（
群
れ
が
好
き
、
高
温
多

湿
は
苦
手
等
）
が
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
か
ら
だ
と
後
世
で
は
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
幕

府
は
本
草
学
者
で
あ
り
実
学
に
も
成
果
を
上
げ

て
い
た
長
伯
に
一
二
，
六
一
〇
坪
余
り
の
広
大

な
巣
鴨
薬
園
を
任
せ
る
こ
と
で
、
安
定
し
た
生

産
を
目
指
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

現
代
の
感
覚
だ
と
薬
園
と
羊
は
結
び
付
き
に

く
い
で
す
が
、
幕
府
の
職
制
上
で
の
判
断
で
飼

育
さ
れ
た
と
窺
え
ま
す
。�

（
郷
土　

井
坂
）

図1�：�館蔵、尾張屋清七版江戸切絵図、嘉永七年�
「染井・王子・巣鴨邊絵図」

図2�：�スペインで改良されたメリノ種�
（執筆者撮影）

図3：�国立国会図書館蔵、伊藤篤太郎写�
『大窪動物譜』（江戸時代後期・明治�
十五年写）より「綿羊図」

と
し
ま
の
ど
う
ぶ
つ
し
・
多
岐
亡
羊
編
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豊
島
区
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
開
設
に
向
け
て
新

た
に
収
蔵
と
な
っ
た
作
品
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
し
ょ
う
。

《
グ
ア
ム
島
ス
ペ
イ
ン
時
代
の
門
》（
図
１
）

と
題
さ
れ
た
油
彩
画
は
、
一
九
三
五
年
か
ら
晩

年
ま
で
豊
島
区
に
住
ん
だ
画
家
、
藤ふ
じ

本も
と

東と
う

一い
ち

良り
ょ
う

（
一
九
一
三

－

一
九
九
八
）
に
よ
る
作
品
で
す
。

ゴ
ー
ギ
ャ
ン
へ
の
憧
れ
に
突
き
動
か
さ
れ
、
藤

本
は
一
九
三
七
年
、
東
京
美
術
学
校
油
畫
科
在

学
中
に
友
人
と
共
に
南
洋
諸
島
に
旅
し
て
い
ま

す
。
約
二
ヶ
月
で
サ
イ
パ
ン
、
ヤ
ッ
プ
、
パ
ラ

オ
を
巡
り
、
パ
ラ
オ
で
は
先
住
民
族
の
集
会
所

で
あ
る
「
ア
・
バ
イ
」
と
い
う
建
築
の
壁
面
装

飾
の
拓
本
＊
を
と
り
帰
国
し
ま
し
た
。
作
家
は

こ
の
旅
行
後
数
年
、
南
洋
諸
島
を
画
題
に
制
作

発
表
を
続
け
ま
す
。
今
回
の
作
品
も
そ
う
し
た

経
緯
で
描
か
れ
ま
し
た
。

開
け
放
た
れ
た
門
か
ら
高
い
椰
子
や
生
垣
な

ど
手
入
れ
の
行
き
届
い
た
庭
を
臨
む
構
図
が
特

徴
で
す
。
黒
い
門
が
背
後
の
雲
を
た
た
え
た
青

い
空
や
木
々
、
赤
い
瓦
屋
根
の
小
屋
の
色
彩
を

引
き
立
て
て
い
ま
す
。
こ
の
門
は
、
グ
ア
ム
の

ハ
ガ
ッ
ニ
ャ
中
心
部
に
位
置
す
る
ス
ペ
イ
ン
広

場
（Plaza�de�Espana

）
内
に
あ
る
ア
ル
マ
セ

ン
の
ア
ー
チ
（A
rches�of�the�A

lm
acen

）
で

す
。
一
七
三
六
年
、
長
い
ス
ペ
イ
ン
統
治
時
代

に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
藤
本
は
こ
の
広
場
を
含

む
現
地
の
写
真
を
二
百
枚
強
持
っ
て
い
ま
し
た
。

写
真
に
つ
い
て
目
的
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
お
そ
ら
く
は
興
味
の
あ
っ
た
現
地
民
族
の

歴
史
の
記
録
や
、
風
景
画
の
題
材
の
た
め
だ
っ

た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か（
図
２
）。

第
二
次
大
戦
中

の
爆
撃
で
こ
の
広

場
は
大
半
が
破
壊

さ
れ
、
現
在
門
は
、

残
さ
れ
た
数
少
な

い
建
造
物
で
す
。

広
場
全
体
は
一
九
七
四
年
に
ア
メ
リ
カ
の
国
家

歴
史
登
録
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
藤
本
の

絵
や
写
真
は
、
作
家
の
興
味
関
心
を
う
か
が
い

知
る
だ
け
で
な
く
、
戦
争
で
破
壊
さ
れ
る
前
の

土
地
の
記
録
の
役
割
も
同
時
に
果
た
す
歴
史
的

遺
産
と
な
り
ま
し
た
。

藤
本
は
、
油
彩
画
の
他
に
も
版
画
を
手
が
け

て
お
り
、
戦
前
ま
で
は
版
画
の
専
門
誌
に
も
作

品
を
数
多
く
発
表
し
て
い
ま
す
。
蔵
書
票
の
専

門
版
画
誌
『
版
画
蔵
票
』
第
六
号
（
刊
行
年
不

明
）
に
掲
載
さ
れ
た
、
お
そ
ら
く
ア
・
バ
イ
の

モ
チ
ー
フ
か
ら
取
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
モ
チ
ー
フ

の
蔵
書
票
、『
版
芸
術
』
終
刊
号
（
一
九
三
六
）

の
年
賀
状
図
案
（
図
３
）、『
郷
土
玩
具
集
』
第

三
號
（
一
九
三
四
）
に
掲
載
の
、
雑
司
が
谷
地

域
が
発
祥
と
さ
れ
る
か
わ
い
ら
し
い
、
す
す
き

み
み
ず
く
の
多
色
木
版
な
ど
も
ご
寄
贈
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
作
品
か
ら
は
、
油
彩

画
と
版
画
作

品
と
、
自
ら

の
体
験
か
ら

生
成
さ
れ
た

作
家
の
様
々

な
結
実
を
見

る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

�

（
美
術　

堀
口
）

＊
町
田
市
立
国
際
版
画
美
術
館
蔵

編  

集  

後  

記

『
か
た
り
べ
』
一
二
九
号
を
お
届
け
い

た
し
ま
す
。

本
号
の
発
行
か
ら
間
も
な
く
、
郷
土
資

料
館
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
か
ら
一

年
を
迎
え
ま
す
。
実
は
先
日
、「
郷
土
資

料
館
は
入
り
づ
ら
い
か
ら
行
き
た
く
な
い
。」

と
中
学
生
の
方
か
ら
の
ご
意
見
を
耳
に
し

ま
し
た
。
当
館
は
ビ
ル
の
七
階
に
あ
り
、

特
に
若
い
方
に
は
入
り
づ
ら
い
雰
囲
気
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

展
示
室
内
に
設
置
し
て
い
る
ア
ン
ケ
ー

ト
ボ
ッ
ク
ス
に
は
、
平
成
二
九
年
一
〇
月

一
日
の
オ
ー
プ
ン
か
ら
平
成
三
〇
年
七
月

三
一
日
現
在
ま
で
の
約
一
年
弱
で
、
総
数

二
二
〇
枚
に
の
ぼ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
頂
戴

し
て
い
ま
す
。
年
齢
欄
の
回
答
を
見
て
み

ま
す
と
、
確
か
に
六
〇
代
以
上
が
目
立
ち
、

一
〇
代
～
三
〇
代
は
比
較
的
少
な
い
よ
う

に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

所
在
地
を
変
え
る
こ
と
は
容
易
に
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
少
し
で
も
様
々
な
世
代
の

方
が
来
館
し
や
す
く
、
ま
た
親
し
み
を
持

た
れ
る
館
に
な
る
た
め
、
今
後
も
魅
力
的

な
展
示
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

（
編
集 

上
田
）
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図1�　（1942年　45.7×52.8㎝）

図2�　

図3　�雑誌掲載分には右下に西暦があるた
め当寄贈分は試作かもしれません。
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